
ゴルフ場の環境対策、ランニングコスト低減対策に
「ヒートポンプ給湯機」という選択肢。
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貴志川ゴルフ倶楽部様 ： ハイブリッド給湯設備回路図

貯湯タンクの電極棒で水位を検知し、MEGA・Qが湯量低下すると
切替電動弁が閉まり、ボイラー給水側の切替電動弁が開きます。

システム概要

黒い部分が既設の燃焼式給湯設備、
        部分が今回増設したヒートポンプ給湯設備（MEGA・Q）

設備概要
MEGA・Q RLYP350A×4台、
貯湯タンク ステンレス製（30トン）×1基、
温水ボイラー×2台、ストレージタンク×2台

ボイラー×2
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和歌山県紀の川市
貴志川ゴルフ倶楽部 様

大型業務用ヒートポンプ給湯システムHFC
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貴志川ゴルフ倶楽部
支配人　望月義文様

※削減効果の金額（370万円）は、当時PGMホールディングスで取り組んだ他の省エネ施策の効果
も含んだ数字です。

給湯設備のコスト削減対策は、どのゴルフ場も求める切実な問題です。

●貴志川ゴルフ倶楽部を保有運営するPGMホールディングスは環境保全と
エネルギーの効率活用のため、2010年に当コースを含む13コースでヒート
ポンプ給湯器を使った給湯設備の更新を計画。メーカー数社の更新提案を検討
した結果、当コースではコスト削減効果の高さからダイキンのMEGA・Qを
採用することにしました。
●ダイキンエアテクノさんには、MEGA・Qのみの給湯システムと、電力会社から
の提案である既存のボイラー設備とMEGA・Qのハイブリッドシステム
（ボイラー1台利用時／2台利用時）など複数提案をお願いし、年間ランニング
コスト、イニシャルコスト回収年度などの総合的な視点から、ボイラー2台を
利用したハイブリッドシステムに決めました。
●ハイブリッドシステムにしてから、以前の設備と比べて約370万円の削減
効果  がありました。これは当初予想を140％も上回り、PGMホールディン
グスが同時期に更新したコースの中で最も良い数値で、大変満足しています。
●さらに、この更新がCO2削減に貢献するとしてオフセットクレジット（J-VER）
制度による補助金が適用され、更新費用の約1/3を受けることができました。

●当コースの設備管理者は頻繁にコントローラーの画面でタンクの残湯量を
確認し、ボイラーの追い炊き運転を必要最低限にしぼることで、エネルギー
削減に努めています。
●MEGA・Qは管理しやすく、メンテナンス上のトラブルもほとんどないので、
手間がかからず助かっています。
●もちろん日常業務においてもクラブハウスのホスピタリティーは保ちつつ、
節電・節水活動を行っており、バックヤード内でポスターを掲示する、水道や
ポットは使い終わったらすぐに止めるなど、周知徹底と実行を心がけています。
●ダイキンエアテクノさんには、たとえば、土日/平日の湯量設定を、季節ごとに最
適化するなど、省エネをさらに突き詰めたプラスアルファの提案を期待
しています。

※

・PGMホールディングス様はヒートポンプ給湯システムの導入を業界に先駆けて（2007年より）始めて
おり、東京電力から「ヒートポンプ・蓄熱システムの普及に貢献している企業」として感謝状を贈呈
されました。

・イニシャルコスト

イニシャルコストは
約3.5年で回収予定

補助金で
更新にかかる
費用は

約 に
2
3

約1500万円

約1000万円

・導入前と導入後の光熱費の比較
 〈2011年のA重油単価に換算して比較〉
 （A重油＋電気料金）

ボイラー設備

2010年4月～
2011年3月（ ）

MEGA・Qによる
ハイブリッドシステム
2011年4月～
2012年3月（ ）

A重油

約710万円

約340万円

A重油

電気料金

約370万円
削減！※

【施設概要】

・既存ボイラー併用システムで考えるので、平均来場者数をベースに負荷を想定しています。
・温水ボイラーで賄う浴槽昇温負荷と浴槽保温負荷を算出し、重油使用量から算出した
 全給湯負荷から差し引いた分がヒートポンプで賄う負荷となります。

【負荷想定】

ご採用のポイント
ご提案のポイント

男性用浴場

厨房設備 洗面所

個室のパウダールームも設置

女性用浴場

コース数 : 18ホール 浴槽
 

: 大浴槽 男湯16.4㎥×1、女湯8.3㎥×1
週1回入替

:
 

給湯設備（既存設備）温水ボイラー 465ｋＷ×1台、349ｋＷ×1台、
ストレージタンク 5トン×2台
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運転データモニタソフトによる運用改善で、更なるコスト削減を推進。
ダイキンエアテクノ株式会社 関西支店
営業部 法人グループ 課長 西辻秀樹様

●貴志川ゴルフ倶楽部様は徹底して省エネを求めており「夜蓄の
お湯を使いきってからボイラーを動かしたい」とのご要望から、
MEGA・Qを最大源利用するよう設定しています。土日と平日では
使用湯量が異なるため、土日は平日よりボイラーの追いかけ
運転の時間を延ばしています。ただし、ピークとなる12～16時
はデマンドのため運転停止して、電力ピークが集中するのを
抑制しています。

●貴志川ゴルフ倶楽部は年中無休のため、更新工事は営業が終わっ
てから翌日のオープンまで。そこで、MEGA・Q側設備の新設
工事が完了してから、最終日に既設の燃焼式給湯設備とMEGA・Q
の配管をつなぐ事で、営業活動を妨げずに更新できました。

●MEGA・Qは外観を損なわないよう壁で覆われたドライエリア
に設置していますが、季節風の影響も受けにくいため、冬場で
もタンクの放熱ロスが小さく、とても喜ばれています。

●年間重油使用量は約65%削減できました。その分をMEGA・Qが
賄っている事になります。

●今後も取りためた運転データやご要望をもとにして、さらに
ランニングコストを抑える運用をご提案し、貴志川ゴルフ倶楽部
様のご期待にお応えしていきたいと思っています。

MEGA・Qの給湯負荷は以下の考え方で算出しました。

●最少日、最大日におけるMEGA・Qの給湯量データ

実際の重油使用量から
算出した全給湯負荷 ）（

浴槽昇温負荷
朝の立ち上げから
設定温度までの
昇温にかかる負荷

浴槽保温負荷 ヒートポンプで賄う
給湯負荷

来場者数の多い日は追い掛け
運転不足分をボイラーが賄う

朝に立ち上がり前の温度を
計測し、負荷を算出

最少日（冬期） 外気温度 1.2℃　給水温度7.4℃ 最大日（夏期） 外気温度 33.4℃　給水温度22.3℃

MEGA・Q加熱量

1415ｋW日

給湯量

30.6トン日

MEGA・Q加熱量

1248ｋW日

※ヒートポンプで夜間蓄熱した湯はその日で使いきる前提で考え、タンク保温用電気ヒータは設置していません。

上記の計算をもとに新設設備

ＭＥＧＡ・Ｑ ＲＬＹＰ350Ａ×4台、ステンレス製開放タンク（30トン）×1基 を導入しました。

給湯量

21トン日


